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Special Feature

特　集

“ALL SECOM”で
「セキュリティ」「超高齢社会」「災害・BCP・環境」をテーマに、

社会を脅かす不安の解消に取り組み、
「気づいたらセコム」と呼ばれるようなサービスを創出します。

「安全・安心・快適・便利」な社会の実現に向けて新サービスの実用化
を加速

“ALL SECOM”で取り組みを強化する「3つの領域」とオペレーション体制
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社会の困りごと、日常の不安を “ALL SECOM”で解決し、「安全・安心・快適・便利」な社会を実現

セキュリティ

超高齢社会 災害・BCP・環境社会
システム産業の構築
ALL SECOM

「安全・安心」そして
「快適・便利」へ

データセンター

セコム・メディカルサポートセンター セコムあんしん情報センター

セコム・コントロールセンター
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■	セコムの事業を支える	
3つの経営基盤

　セコムの事業を支える重要な経営基
盤の中で、「技術力」「人財」「オペレー
ション・コントロール体制」を競争力
の源泉と位置づけています。
　セコムは、セキュリティ市場における競
争優位性を確保する上で、「技術力」が重
要な経営資源のひとつであると捉えてお
り、社会動向、犯罪動向、技術動向など
を見据えて、最新技術を活用したシステ
ムを開発・提供しています。セコムの研
究開発体制は、セコムIS研究所が「社会
システム産業」の構築に必要な基盤技術
の研究に取り組み、セコム開発センター
がその基盤技術を生かして、お客様の声
を反映させた独創的で信頼性の高いシ
ステムを開発しています。
　「人財」については、国内4カ所の研修
センターで緊急対処員をはじめ営業員、
管理担当者などが、知識や技能だけでは
なく「セコムの理念」や安全のプロフェッ
ショナルとしての行動規範を習得するこ
とにより、質の高い「安全・安心・快適・
便利」なサービスの提供に結びつけてい
ます。
　「オペレーション・コントロール体制」
は、「セキュリティ」分野では、セコム・コ
ントロールセンターがご契約先に設置し
たセンサーなどのセキュリティ機器を通
信回線で結び、24時間監視しています。
異常時には2,800カ所を超える緊急発
進拠点から緊急対処員が出動して対応
にあたっています。「超高齢社会」分野で
は、セコム・メディカルサポートセンター
の専門スタッフがお客様の健康・医療・

介護・看護などに関する相談や問い合
わせに対応するほか、さまざまなサービス
の運営を担っています。「災害・BCP・
環境」分野では、セコムあんしん情報セン
ターが災害発生時に、公的な避難情報
やインターネットの情報などにセコム独
自の情報を加えたビッグデータを分析・
解析し、最適で詳細な情報を迅速に提供

しています。セコムでは、サービス提供の
核となる3センターの連携に加えて、セコ
ムのデータセンターに蓄積したビッグ
データを活用することで、社会の変化に
よって生まれる新たなニーズに対応した
サービスやシステムを創出しています。
　近年は、社会を脅かすさまざまなリス
クが増大しており、求められるセキュリ

ティのニーズも高度化しています。また、
大規模イベントにおけるテロへのリスク
の高まりから、広範囲の安全を見守る必
要があるイベント会場周辺などでは、上
空から俯瞰するセキュリティ対策も不可
欠となっており、セコムは地上だけではな
く空からの監視サービスにも注力してい
ます。

■		上空からのセキュリティサービス
を拡充

　日本では、屋外の不審な車や人の画像
を捉えることができるように、敷地内に固
定の監視カメラを設置するケースが増え
ています。しかし、カメラから距離が離れ
ている場合には画像が不鮮明になること
があるため、セコムはカメラそのものが移
動することで、屋外のセキュリティ対策が
強化できる「セコムドローン」のサービス
提供を開始しました。
　「セコムドローン」は、セコムが長年培っ
てきた画像技術やセンシング技術、防犯・
飛行ロボット技術を駆使して、セコム独
自のコンセプト、ノウハウで開発した、民
間防犯用の自律型小型飛行監視ロボッ
トです。その仕組みは、ご契約先の敷地

特集：「安全・安心・快適・便利」な社会の実現に向けて新サービスの実用化を加速

内に設置した「レーザーセンサー」が異常
を検知するとセコムのオンライン・セキュ
リティシステムを通じて、異常信号と位置
情報がセコム・コントロールセンターと
敷地内で待機している「セコムドローン」
に送信されます。異常信号と位置情報
を受信した「セコムドローン」は、対象の
車や人に上空から接近して、搭載した
LEDライトと監視カメラで車のナンバー
や車種、車体の色、人の顔や服装などを
撮影し、セコム・コントロールセンターに
画像を送信することで、不審な車や人の
追跡・確保に役立てることができます。
　一方で、各種施設や多くの人が集まる
イベント会場などでは、ドローンの落下事
故やドローンを悪用した犯罪が懸念され
ています。セコムは、このような事態に対
応するため、接近してくるドローンを自動
的に検知し、リアルタイムにカメラで追
跡、異常を通知する「セコム・ドローン検
知システム」のサービス提供を開始しまし
た。同システムは、ドローンが半径100
ｍ以内に接近してきた場合、レーダーで
自動的に検知し、３Ｄ指向性マイクが飛
行物体の音を集め、さらに近赤外照明付
高速パンチルトズームカメラが飛行物体

を自動で追跡します。カメラが捉えたラ
イブ映像は、監視卓に表示されるため、
飛来してきたドローンをより早く正確に
認識することができます。同システムは、
重要施設や大規模なイベントを開催する
競技場などでのセキュリティ対策として、
活用が期待されます。
　さらに、セコムは広域の異常監視と、災
害時の状況把握から避難誘導まで支援
する「セコム飛行船」の実用化を進めてい
ます。「セコム飛行船」は、高精細カメラ、
熱画像カメラ、指向性スピーカー、集音マ
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イク、サーチライトなどを搭載し、あらかじ
め指定した警戒エリアの上空を自律飛
行します。セコム・コントロールセンター
は、飛行船からの画像・音声情報と、「セ
コムドローン」や地上の防犯センサー・
防犯カメラなどから得られる情報を組み
合わせて対象エリアを監視し、高次元の
セキュリティを実現します。「セコム飛行
船」は、広域にわたる人や車の混雑状況
や災害時の被災状況などの画像も、リア
ルタイムに収集できます。そのため、災害
情報を解析して確度の高い情報を提供
するセコムあんしん情報センターと連携
することで、より迅速な状況把握が可能
となります。

■		「東京マラソン2016」でセコム	
独自のセキュリティシステムを提供

　セコムは、2016年2月に開催された
「東京マラソン2016」に、オフィシャル
パートナーとして協賛し、最新のセキュリ
ティシステムを提供して、大会の「安全・
安心」な運営に貢献しました。
　同大会では、会場周辺など広範囲の
安全を見守るため、民間防犯用として実
用化を進めている係留型「セコム飛行船」
に搭載した高精細カメラで、地上70m
の高さからフィニッシュエリアの状況を撮
影し、地上のモニターで監視しました。
同エリアには「セコム・ドローン検知シス
テム」も設置し、不審なドローンの早期発
見・対処を支援しました。また、参加ラ
ンナーのナンバーカードをスタートゲー
トのカメラで読み取り、登録済のランナー
の顔写真と照合して、なりすましなどの不
正を防止する「ナンバーカード顔認証シ

ステム」をスタート地点に導入し、約900
人のランナーの本人確認が実施されま
した。
　常駐警備員には「ウェアラブルカメラ」
を初めて導入し、警備本部などで巡回中
の映像をリアルタイムに確認しました。
また、コース沿道には「仮設防犯カメラシ
ステム」を設置し、ネットワークカメラで
重要箇所の現場映像を警備本部のモニ
ターで集中監視しました。このようなセ
コム独自のセキュリティシステムを提供す
ることで、約37,000人のランナーの「安
全・安心」を見守り、競技運営を支援し
ました。
　セコムは、マラソン大会やイベントなどの
「安全・安心」を見守り、そこで導入され
た最新のセキュリティシステムやサービス

の運営経験を通じて、今後も独自の技術
力・開発力を生かしたセコムならではの
システムやサービスの創出に取り組んで
いきます。

■		「セコムのマイナンバーサービス」を	
拡販

　日本では、2016年1月から社会保障、
税、災害対策の分野でマイナンバーの利
用が開始され、企業は従業員からマイナ
ンバーを収集し、保管・管理することに
なりました。マイナンバーを内容に含む
情報は「特定個人情報」とされ、保管や
取り扱いには厳しい安全管理を行うこと
が義務づけられていますが、企業がこの
ような安全管理を行うのは容易ではあり
ません。

　そこでセコムは、物理的セキュリティと
情報セキュリティのノウハウを生かし、マ
イナンバーの収集から保管・使用・取り
扱い・廃棄までを包括的に支援する「セ
コムのマイナンバーサービス」の提供を始
めました。同サービスは、マイナンバーの
取り扱いにおいて企業に求められる物理
的安全管理措置として、マイナンバー取り
扱い区域の構築から入退室管理、画像
記録、書類の保管まで対応します。また、
技術的安全管理措置として、お客様のマ
イナンバーをセコムのデータセンターで安
全に保管する「セコムあんしんマイナン
バーサービス」を提供します。さらに、組
織的・人的安全管理措置として、個人情
報保護、情報セキュリティ対策などが求
められる安全管理措置方針の策定など、
運用全般のコンサルティングを行います。
　一方で、お客様のパソコンに十分な情
報セキュリティ対策が施されていない場
合、ウイルスに感染してマイナンバーが流
出する恐れがあります。そこで、セコムの
専用端末をお客様のパソコンに接続し、
インターネットサイトへの安全な通信経
路を確保する「セコム・プレミアムネット・
プラス」の販売を開始しました。

　また、全国の金融機関では、マイナン
バーの対応準備が進んでいない企業か
ら相談を受けるケースが増加しています。
そこで、セコムは多くの金融機関と業務
提携して、企業のマイナンバー対応を支
援しています。
　セコムは、これからも物理的セキュリ
ティと情報セキュリティが一体となった
サービスを提供できる強みを生かして、
安全なマイナンバーの取り扱い環境を提
供していきます。

■	超高齢社会に対応したサービスの	
	 拡充
　セコムは、ご高齢の生活者の「お困りご
と」を正確に把握し、お客様の満足度をよ
り向上させることを目的に「セコム暮らし
のパートナー久我山」を2015年4月に
開設しました。
　また、当拠点に寄せられたご要望を踏
まえ、自宅で生活したい方々を支援する
地域限定の会員制サービス「セコム・マ
イホームコンシェルジュ」を開始しました。
　このサービスでは、「セコム暮らしの
パートナー久我山」駐在の専任スタッフが
「暮らしの相談窓口」となり、高齢者本人
やそのご家族が抱える日常生活上のお
困りごとの解決に向けて、セコムグループ
だけではなく、他企業や自治体とも連携
して、「安全・安心・快適・便利」な生活
を送るための支援を行います。
　セコムは、今後もますます進む超高齢
社会において、社会に必要とされる独自
のビジネスモデルを創出し、社会的課題
の軽減に取り組んでいきます。

■		社会の「リスク」や「不安」を解消
　セコムは、社会やお客様が求める「安
全・安心・快適・便利」な暮らしを実現
するサービスやシステムを迅速に創造す
るために、“ALL	SECOM”で事業の拡
充・進化に挑戦しています。
　そして、今後も「セキュリティ」「超高齢
社会」「災害・BCP・環境」の分野で、社
会のリスクや不安の解消に取り組み、「気
づいたらセコム」と呼ばれるような存在と
なり、社会ニーズを的確に捉えたサービ
スを拡充しながら、さらなる成長をめざし
ていきます。

セコムのマイナンバーサービス

セコム暮らしのパートナー久我山

企業

物理的安全管理措置

技術的安全管理措置 組織的・人的安全管理措置

豊富な実績と多くの
ラインアップを揃える
セキュリティサービス
で安全なマイナンバー
取り扱い環境を構築
します。

専用サイトや国内最高
クラスのデータセン
ターで収集・保管・
使用・廃棄のマイナン
バー取り扱いサイクル
を支援します。

個人情報保護、情報
セキュリティ対策など
が求められる、安全管
理措置方針の策定な
ど、運用全般のコンサ
ルティングも提供して
います。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (Japan Prepress)
  /AlwaysEmbed [ true
    /FrutigerLTStd-Bold
    /FrutigerLTStd-Light
    /FrutigerLTStd-LightCn
    /FrutigerLTStd-Roman
    /MinionPro-Regular
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


